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赤しその出荷が最盛期へ 

遠賀地域の夏を彩る風物詩 
 

JA 北九赤しそ部会が６月９日に、糠塚集出荷場で出荷目合わせ会を

開催しました。 

JA 北九赤しそ部会は、部会員７名で、2.6ha の面積で栽培を行ってい

ます。今作は育苗期である２月に低温が続いた影響で定植が遅れました

が、その後は気温の上昇と、大きな病害虫の被害がなかったことで、生

育は良好でした。出荷は６月上旬から開始され、６月中下旬にかけて出

荷の最盛期を迎えます。 

普及センターでは、目合わせ会において、梅雨時期に向けた病害の防

除など、栽培管理に関する情報提供を行いました。 

現在、赤しそ部会では赤しその消費拡大に取り組んでおり、梅干しだ

けでなく、加工品として赤しそジュースに加え、今年から JA 北九直売所

のやさい畑おんが店で、芳醇な香りが特徴の赤しそソフトクリームが販売

されており、さらなる需要の創出が期待されます。 

普及指導センターは、今後も関係機関と連携し、赤しその生産安定と

消費拡大の支援を行っていきます。 

出荷最盛期を迎える赤しそ        目合わせ会の様子 

問い合わせ先 Tel：093-601-8855 

             Fax：093-601-8869 

園芸畜産課 野菜係  


